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南田原バス停

（新生駒台北口バス停）

（宛の木バス停）

（お松の宮バス停）

（岩屋口バス停）

（稲葉バス停）

8

６ ７

５

４

（しらたに公園バス停）

３

Zazie canelé
(ザジカヌレ)

アルション

ローソン

凡 例

立ち寄り先

コース

バス路線

１

バス停

コンビニ

飲食店

お手洗い

府県境

寄り道スポット

なしの木

大きな木

御旅所

（白谷バス停）

峯北の地蔵尊

南所の森さん

konditorei Detti
(ｺﾝﾃﾞｨﾄﾗｲ・ﾃﾞﾃｨ)

（松美台バス停）
（新生駒台バス停）

（生駒台小学校バス停）
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南田原町のまちなみ

出店バス停

セブンイレブン

１

古堤街道の道標他

法薬寺

稲葉谷の石佛

長髄彦の碑

岩屋口名号碑

長樂寺

室町期のものという
涅槃図が伝わる

岩蔵寺

住吉神社

竜田川と天野川の分水嶺
日本一低い分水嶺
という説がある

生駒山と葛城山を
遠望できる

稲蔵神社

宛の木の
夫婦地蔵

宛の木の
夫婦地蔵

右側は地蔵立像（鎌倉時代
（推定））、左側は阿弥陀立像
（室町時代（推定））。

住吉神社
（伝おまつの宮）

伝おまつの宮のいわれは、交
野の磐船神社から松の苗を
移したからといわれている。
龍ヶ淵は、天野川の源流の1
つで、いかなる干ばつにもか
れたことはないという。「布
留之碑（ふるのひ）」には星の
森の由来が記されている。

南田原町の
まちなみ

岩屋口名号碑

長樂寺 法薬寺 稲葉谷の石佛 長髄彦の碑

古い大きな屋敷が多く残る
昔ながらの風情を色濃く残
したまちなみ。独特な外観を
もつ茅葺きの大和棟の家な
ども現存する。

「南無阿弥陀佛」の自然石大字
名号板碑は、慶長2年（1597
年）の銘がある。となりの明治
27年、力士の小雀與三郎（こ
すずめよさぶろう、本名：辻本
与三郎）が、西側の田んぼに土
俵をつくり記念相撲を興行し
たことにちなむ記念碑。

日本書紀によると、神武天皇
東征に抵抗した添下郡鳥見
郷（現生駒市北部）の豪族、
長髄彦の本拠跡という。
記紀では、膽駒山の西、草香
の地でこれを迎え撃った大
和の先住者が長髄彦となっ
ている。

通称：南田原の摩崖仏。
「奉成就大峯山三十三度供養
安永七年（1778年）五月吉
日 南田原村願主任左右衛
門」の銘がある。

通称：新塔堂（シンドンドオ）。
18世紀末ごろの作という、
当寺所有の「矢田地蔵縁起并
地獄絵図」は、矢田寺の矢田
地蔵信仰に関係するものと
いわれ、地蔵盆に開帳される。
地蔵盆には数珠くりも行わ
れる。

融通念仏宗。平安末期に生
まれた国産念仏門最初の宗
派。生駒谷・富雄谷・平群谷
には融通念仏宗の信者が多
い。
本堂前から、鐘楼とともに望
む生駒山は絵になる。
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